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物資の贈与 いうこれまでの選挙と変わらな 光景もみられ が、「強
固
」
だ
と
さ
れ
た
党
の
支
持
基
盤
で
あ
る
党
員
ら
の
内
面
に
は「
揺
ら
ぎ
」
が
生
じ
て
い
た。
そ
の「
揺
ら
ぎ」を引き起こしたのは、彼らの変化のみえない生活への憤りとよりよい生活への希求であった。そし
て、
野
党
支
持
層
の
拡
大
を
促
し
た、
若
者
世
代
に
急
速
に
普
及
す
る
ソーシャルメディアの存在も見落とすことができな 。　
このような都市と農村を巻き込
んだ大きなうねりのなかにあるカンボジア政治のマクロ、ミクロレベルの展開を今後も注視 ていかなければならないだろ 。（あ
き
ほ
　
さ
や
か
／
筑
波
大
学
大
学
院
　
人
文
社
会
科
学
研
究
科、
日
本
学
術
振
興
会
　
特別研究員）
《注》⑴
 平
和
や
安
定
、
経
済
成
長
に
政
策
の
焦
点
が
あ
る
人
民
党
に
対
し
、
救
国
党
は
、
農
民
、
若
者
、
工
場
労
働
者
、
公
務
員
、
高
齢
者
の
生
活
向
上
に
関
す
る
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
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カンボジアの都市と
農村における
選挙運動
秋保 さやか
